
第 47回滋賀県芸術文化祭 第 67回滋賀県文学祭入賞者一覧 

小説 

賞 題名 氏名（筆名） 住所 副賞 

芸術文化祭賞 「道意公遺文」 佐藤 駿司 大津市   

特選 「脆弱な別れ」 切塗 よしを 大津市 滋賀県教育委員会教育長賞 

特選 「県令日記」 中井 善寿 大津市 時事通信社賞 

特選 「白刃」 竹内 宇瑠栖 守山市   

特選 「かなへび」 山口 一 彦根市   

特選 「雲のむこう」 潮田 真結美 米原市   

随筆 

賞 題名 氏名（筆名） 住所 副賞 

芸術文化祭賞 「そして母になれたなら」 福﨑 真由美 大津市   

特選 「大きな悔いとささやかな挑戦」 廣澤 勝彦 草津市 びわ湖芸術文化財団理事長賞 

特選 「食べて・伝える」 古道 紀美子 蒲生郡日野町 京都新聞賞 

特選 「猫と孫娘」 安田 一雄 近江八幡市   

特選 「子供の瞳に映るもの」 谷井 肇子 甲賀市   

特選 「琵琶湖周航の歌と私」 福山 幸雄 東近江市   

特選 「るり色の指輪」 鵜飼 洋子 甲賀市   

特選 「びわ湖暮らし」 安藤 タエコ 高島市   

特選 「変換ミス」 寺井 一二三 草津市   

童話 

賞 題名 氏名（筆名） 住所 副賞 

芸術文化祭賞 「家訓」 富田 直子 大津市   

特選 「おじいちゃんあかちゃん」 いとう かおる 栗東市 滋賀県議会議長賞 

特選 「れいかい教室」 岸 栄吾 草津市   

詩 

賞 題名 氏名（筆名） 住所 副賞 

芸術文化祭賞 「いたずら」 島田 照世 大津市   

特選 「母と子の時間」 西中 奈緒 甲賀市 朝日新聞社賞 

特選 「ひゅーほー」 髙森 康介 米原市   

特選 「湖北の道端に」 谷口 明美 彦根市   

特選 「油日まで歩いて行く」 園田 敦子 湖南市   

作詞 

賞 題名 氏名（筆名） 住所 副賞 

芸術文化祭賞 「ペトリコール」 叶 恋 蒲生郡日野町   

特選 「おカカ弁当」 高山 清子 長浜市 中日新聞社賞 

特選 「旅」 いとう かおる 栗東市   



短歌 

賞 作品 氏名（筆名） 住所 副賞 

芸術文化祭賞 六歳の吾を海に投げ海に投げ泳ぎ教えて父は逝きたり 

寡婦となりし母の名は「はる」独身を押し通したる叔母の名は「ハル」 

綺麗にはひらかぬほどに壊されし傘の内なる四人の家族 

寺下 𠮷則 近江八幡市   

特選 戦没者墓地の掃除の遺児九人老いて桜樹の根っこに憩う 

掲ぐ遺影の七十二年の歳月に脱がせてやりたき父の軍服 

戦なき空へ球児の声響み祈りの深きわれの八月 

寺村 享子 彦根市 毎日新聞社賞 

特選 真青なる空縦横に尾を引きぬ飛行機雲は白きデッサン 

街路樹の枝払われてそそり立つオブジェとなりぬ五月の空に 

其の父の今わに何を学びしか高二は急に大人びてきし 

川上 登代子 長浜市 KBS京都賞 

特選 畳屋のあおき匂いにノスタルジー、マンション暮らし三年が過ぐ 

心して聴けば哀しき春の風去りし古家も花の咲くらん 

独り身の気楽な日々と軟膏を背に塗れぬを天秤にかけ 

髙間 照子 大津市   

特選 柚子の敵マダラカミキリ捕らえしを生かせと騒ぐ幼と張り合う 

恐竜の好きな男子と旅をする図鑑の森の太古の世界 

子の丈で会話している噴水のくしゃみひときわ夏空あらう 

吉川 恵子 大津市   

特選 嚙み合はぬ会話はそこまでピンポンのようには弾まぬ二人の日常 

生活に欠かせぬものなり身を細め後期高齢ハンドル捌く 

菜園の溢るる生命日々享けて生きいきしかり米寿の夫は 

藤田 愔子 守山市   

特選 入植より四十余年の米づくり籾種一屯に銘柄二十 

百馬力始動の代掻きのトラクター蒲生野の空より谺かへり来 

盆明を「ヒトメボレ」刈り込むコンバイン燃料満たし出陣を待つ 

中道 節子 野洲市   

特選 遠く近くわれ呼ぶ声に麻酔覚む今よりひとをまた恋ひ始む 

脊柱にインプラントは沈みをりわが血があたためわれを支へる 

遺伝子なきインプラントを入れしより囚はれのなき履歴始まれ 

幅尾 茂隆 甲賀市   

特選 空青く湖風きげん良き浜に「びわこ周航の歌」に声和す 

少年のやうなる笑みにて漕ぎ出だす周航ボートのそろひのＴシャツ 

太鼓の音に合はせ手まねの江州音頭ボートのクルーに届け 勢ふ 

嶋寺 洋子 大津市   

特選 穏やかな正月迎えはしたけれど穏やかならぬ齢八十 

尻青い口ばし黄色まだヒヨコ言われ言われて八十となる 

何だかだ不平不満は言いつつもありがたきかな年金来る日 

前田 孝雄 大津市   

特選 ＡＩは作曲さえ熟すと読みすすみ謎なおふくらむＡＩのこと 

画一の曲の生るるかと案ずるにＡＩに日日の学びあるとぞ 

人の知に生れたるＡＩ棋聖さえ凌ぐ報道 ヒトの未来は 

野玉 幸 大津市   

特選 満開のローズガーデン香り満ち湖岸のほとりさざなみ寄せる 

風抜けて一直線の新樹光遥か浅間の噴煙上がる 

地球儀のどこを切っても争いのタネ抱えおりまっ赤な西瓜 

石川 宏二 野洲市   



俳句 

賞 作品 氏名（筆名） 住所 副賞 

芸術文化祭賞 渋柿の熟すを待つや反抗期  清水 徹 大津市   

特選 蒲公英の絮や自由な風が好き 井上 万寿江 甲賀市 産経新聞社賞 

特選 炎天といふ群青の湖を灼く 駒野 牧堂 高島市 エフエム滋賀賞 

特選 紅をさす母を知らざり吾亦紅 宮田 絵衣子 野洲市   

特選 余り苗風の余りを貰ひけり 若松 司 湖南市   

特選 臥す母に歳時語りし今朝の秋  地村 邦子 高島市   

特選 空蟬の祈る形を崩さざり 井上 次雄 草津市   

特選 向日葵に成りきってゐるかくれんぼ 清水 佳代子 大津市   

特選 白扇を閉じ究極の一手指す 遠藤 眞成 大津市   

特選 梟のふわりと闇をうごかしぬ 北川 渓舟 甲賀市   

特選 百選の水引き入れて新豆腐  髙田 千鳥 長浜市   

特選 夏帯を締めて女の意地通す 太田 春陽 栗東市   

特選 かなかなと淋しさ分かち合ふ夕べ  菅生 鈴子 彦根市   

特選 墓ひとつ残す故郷盆の月 前川 菅子 彦根市   

川柳 

賞 作品 氏名（筆名） 住所 副賞 

芸術文化祭賞 灯をともし窓はうれしくなっている 安井 茂樹 大津市   

特選 たっぷりと水を吸ってる話し声 佐久間 裕子 大津市 読売新聞社賞 

特選 こんな日の話し相手は赤とんぼ 谷口 可珠子 草津市 BBCびわ湖放送賞 

特選 良い人になろう良い人と話そう 泉 明日香 東京都 渋谷区   

特選 わかりやすく話して夏を終わらせる 畑山 美幸 草津市   

特選 もっと話したかった天気雨のひかり  北村 幸子 草津市   

 



冠句 

賞 作品 氏名（筆名） 住所 副賞 

芸術文化祭賞 星が哭く 破裂しそうな青い球 宮田 美津子 高島市   

特選 深呼吸 自戒静かに風と居る 澤本 暖流 野洲市 NHK大津放送局長賞 

特選 星が哭く 還れ彷徨う母よ母 平塚 一枝 長浜市 共同通信社賞 

特選 粗衣まとう 炎えつきる日へ剥ぐ暦 渡邉 君子 長浜市   

特選 粗衣まとう 生きた証の画がここに  早藤 みよ子 高島市   

特選 深呼吸 ふたり平行線のまま 鈴木 紀子 湖南市   

 


